
28。 廃長宝寺 (交野郡衡跡) 交野市郡津

【存続年代】 白鳳時代～

河 内国茨田那

29.龍光寺跡 (瑳陀廃寺) 枚方市南中振 1

【存続年代】 飛J亀時代～

【同抱関係】 九頭神廃寺 (複弁8葉・外縁会J頭紋)

【備考】 瑳陀神社の境内から古瓦が出土

「□光寺」文字瓦

瓦窯の可能性もある

30。 高瀬寺跡  守国市高瀬町

【存続年代】 白鳳時代～

【備考】 複弁軒丸瓦 (平城宮式の様相も)

31.高柳廃寺跡  寝屋チII市高柳

【存続年代】 奈良時代～

【備考】 長栄寺境内に奈良時代の古瓦が散布

(完形の均斉唐草紋軒平瓦を所蔵)

茨田寺である可能性もある

河内国讃良郡

32.高宮廃寺跡  寝屋チII市高宮

【存続年代】 白鳳時代～平安時代

【伽藍配置】 薬師寺式か?

【検出遺構】 中門 :北側の一部を検出

南大門 :一辺約 lm四方の正方形ピット4基

回廊 :(東)4.8m(北 )4m、 高さ0.3m

金堂 :東西13m×南北12m、 高さ0.6m、 礎石

講堂 :花商岩石列、東西16×南】ヒ12m
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東塔 :10.3m四 方基壇、

花商岩塔心礎、直径40cm、 深さ8 cmのホゾ穴

掘立柱建物、瓦溜

【集落】 高宮遺跡

【同箱関係】 讃良寺 (複弁8葉 )

【備考】 府指定史跡 守彗
「隆平永宝」 (皇朝十二銭)

廃寺跡の御祖神社境内に心礎、礎石

西塔跡に社殿が建つ

33.讃良寺跡 (更荒寺跡) 寝屋ナII市国守・四條畷市岡山4丁目

【存続年代】 白鳳時代～

〔検出遺構】 瓦敷遺構、平瓦による導水施設

【集落】 三味頭遺跡 (二重弧紋軒平瓦が出土)

【同拍関係】 高宮廃寺 (複弁8葉 )

34.正法寺跡  四條畷市清滝

【存続年代】 白鳳時代～室町時代

〔伽藍配置】 薬師寺式か ?

【検出遺構, 中門基壇

塔 ?:一辺12m乱石積基壇、

西側築地塀、区画溝 (北 。南)、

井戸、礎石

【集落】 正法寺跡北側

【備考】 丸瓦、平瓦、墨書土器「正囲寺」、

斬羽口、輝

天平H(739)年聖武天皇の勅願により

行基が開基 (『正法寺縁起』)
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35。 瓦堂寺院跡 (瓦堂遺跡) 大東市野崎3丁目

【存続年代】 白鳳時代～

【備考】 奈良前期瓦

36。 太秦廃寺  寝屋ナII市太秦中町

【存続年代】 奈良時代～

【備考】 熱田神社境内に礎石 ?

河内国河内郡

37.河内寺跡  東大阪市河内町

【存続年代】 白鳳時代～

【伽藍配置】 四天王寺式

【検出遺構】 講堂 :東西22m×南北14.5m(乱石積)

回廊 :柱間2.95m

【同拍関係】 太田廃寺

【備考】 丸瓦、平瓦

付近に河内郡衡が存在したと

考えられている
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38.法通寺

【存続年代】

【検出遺構】

(穂積寺)跡  東大阪市東石切 1丁目

白鳳時代～室町時代

建物 1:東西12.6m×南北1l m

(乱石積・南側中央に階段)

建物 2:東西約12m(乱石積 ?)

回廊状遺構

【備考】 丸瓦、平瓦

西側へ伽藍が広がる可能性がある

(礎石を確認)

鞄
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39。 石凝寺跡  東大阪市】ヒ石切

【存続年代】 奈良時代～

【検出遺構】 基壇

【同疱関係】 若江寺跡 (雷紋珠紋縁)

【備考】 丸瓦、平瓦

行基建立四十九院のひとつ (『行基年譜』)

河内国若江郡

40。 若江寺跡 東大阪市若江北町、若江南町、

若江本町

【存続年代】 飛鳥時代末～室町時代

【同拍関係】 石凝寺 (雷紋珠紋縁)

【備考】 若江城跡とは範囲が重なる

41.西郡廃寺  ノ(尾市泉町、幸町、桂町

【存続年代】 白鳳時代～中世

【備考】 天神社境内に白鳳時代心礎が現存

(付近で出土)

42.東郷廃寺 八尾市光町、東本町、荘内町、

桜ヶ丘

【存続年代】 白鳳時代～

【伽藍配置】 不明

【検出遺構】 未検出

【備考】 方形状の高まりで礎石をひとつ確認

平瓦、鉄滓状の塊

膨

ν
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河内国渋チII郡

43.渋川廃寺  ノ(尾市渋,II町、春日町

【存続年代】 飛′島時代か?～

【検出遺構】 心礎 :長辺約1.9m、 短辺約1.5m、

高さ約0.9m長楕円形

【備考】 太子堂4丁 目 (大聖勝軍寺の旧地)

から礎石、屋瓦が出土

44.鞍作廃寺  大阪市平野区加美鞍作 1、 2

【存続年代】 白鳳時代～

【同疱関係】 野中寺・善正寺 (単弁8棄 )

【備考】 鞍作寺境内に礎石

45。 長楽寺廃寺  大阪市平野区加美鞍作 1

【存続年代】 奈良時代～

【備考】 丸瓦、平瓦

河内国高安郡

46。 心合寺跡 (大竹廃寺。秦興寺跡)

人尾市大竹

【存続年代〕 白鳳時代～室町時代

【備考】 平瓦、面戸瓦

心合寺山古墳南西の濠から心礎が出土

一辺 1.00～ 1.65m、 高さ0.3m

中世に堂塔を大幅に修復したと

考えられている

47.高麗寺跡  八尾市服部ナII

【存続年代】 白鳳時代～中世

【備考】 丸瓦、平瓦、付近の水田・畑の石垣に礎石あり
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48.教興寺跡  八尾市教興寺

【存続年代】 奈良前期～現代

〔検出遺構】 飛鳥時代～奈良時代の遺構は未検出

〔備考】 鎌倉時代西大寺叡尊が再興

河 内国大県郡

49.智識寺跡 (太平寺廃寺)

【存続年代】 白鳳時代～

【伽藍配置】 薬師寺式

【検出遺構】 東塔 :一辺16.8m、

【同籠関係】 ′ミ坂寺 (重弁8葉 )

【備考】 府指定史跡

丸瓦、平瓦、鴎尾 (葡萄唐草紋 )

東塔心礎は石神社に移されている

東西両塔心々距離約50m

50。 家原寺跡 (安堂廃寺) 柏原市安堂町

【存続年代】 白鳳時代～

【備考】 軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、鬼瓦

51.鳥坂寺跡 (高井田廃寺) 柏原市高井田

【存続年代】 白鳳時代～平安時代

【伽藍配置】 四天王寺式

【検出遺構】 塔 :一辺8.66m

金堂 :東西約18m× 南北約15m

(壇上積基壇 )

講堂 :東西32.3m× 南北約20,3m

掘立柱建物 (僧坊・食堂か ?)

蒻
柏原市太平寺 2丁目

繊 '' Ⅲ

【集落】 高井田遺跡

【同伯関係】 智識寺跡 (重弁 8葉 )

【備考】 丸瓦、平瓦、鴎尾、輝仏、

金鋼仏片、金銅製金具類、

鉄製金具、施釉陶器

輝、

鉄釘、

周辺から墨書土器が出土 (「鳥坂寺」、「寺」、「三昧」)
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52.三宅寺跡 (平野廃寺)

【存続年代】 奈良時代～

【備考】 平瓦片

柏原市平野 2丁 目

郡1蟻Ⅸ

鷺浮
憂抄
房
静
X

54。 大里寺跡 (大県廃寺) 柏原市平野2丁目、大県4丁目

【存続年代】 白鳳時代～平安中期

【伽藍配置】 法起寺式

【集落】 大県遺跡 (古墳時代以降、鉄器生産集団が居住)

【同抱関係】 四天王寺NMⅥ d型式

【備考】 鬼瓦、寺域北側井戸から「大里寺」の墨書土器が出土

寺域南側は大県郡衛跡と推定されている

rt聘

ヨ
彗
盤驚
鷺
彎曇轟貴ぎ重襲墓基暮こ

鬱議
撃
夢多
鬱
岳
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53.山下寺跡 (大県南廃寺) 柏原市大県4丁目

【存続年代〕 白鳳時代～中世

【集落】 大県南遺跡 (鉄器・ガラスエ人が居住)

【備考】 丸瓦、平瓦、緑釉丸瓦 (採集)

大県南遺跡から「山下脊川」の墨書土器が出上、

山腹に掘立柱建物、基壇状遺構、土釜利用の

地鎮遺構がある
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河内国志紀郡

55。 土師寺跡  藤井寺市道明寺2丁目
【存続年代】 飛′島時代～現代
【伽藍配置】 四天王寺式

【検出遺構】 溝、石列 (僧坊基壇の根石か?)

〔集落】 土師の里遺跡

【古填】 土師の里遺跡

【備考】 丸瓦、平瓦、製塩土器

▼を::il:4::::
0

心

予

ぅ
一腱

心礎・礎石が伝えられている

寺域周辺から「寺」、「土寺」

の墨書土器が出土

伽藍は奈良時代～平安時代に一度崩壊

藤井寺市惣社 2丁目

飛鳥時代～

法起寺式か ?

塔 :一辺約12m

(凝灰岩・地下式心礎)

東面回廊 :幅 4.6m

(塔心礎から14m東 )

56.衣縫廃寺

【存続年代】

【伽藍配置】

【検出遺構】

鋭＼ヤ一幹
イド
ヽ

【同抱関係】 船橋廃寺、飛′亀寺Ⅱ型式

【備考】 丸瓦、平瓦、鬼板、輝

心礎が碑の台座に転用されている

長辺3.15m、 短辺2.16m

豆ダ
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57.船橋廃寺

【存続年代】

【伽藍配置】

【検出遺構】

【同抱関係】

藤井寺市船橋

飛鳥時代～平安時代

四天王寺式か ?

土壇、輝列、溝状遺構

衣縫廃寺、飛鳥寺Ⅱ型式、

新堂廃寺Ⅳ A12型式

軸

尊

【備考】 丸瓦、平瓦、官衡跡とも考えられている

〔57〕

58。 葛井寺跡  藤井寺市藤井寺7丁目

【存続年代】 白鳳時代～現代

【伽藍配置】 薬師寺式か ?

【検出遺構】 創建期のものと思われる基壇痕跡

【備考】 丸瓦、平瓦、鬼瓦
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59.拝志廃寺  藤井寺市林3丁目

〔存続年代】 白鳳時代～

〔瓦窯】 寺域北約20mで瓦窯と思われる遺構検出

〔備考】 丸瓦、平瓦、鴎尾、獣面紋鬼板

心礎が碑の台座に転用されている

長辺 1.36m、 短辺1.33m

銀騨

i艶 ＼

60.老原廃寺 (五条廃寺、五条宮寺跡 )

【存続年代】 奈良時代後期か?～

河 内国丹比郡

61.津堂廃寺  藤井寺市津堂1丁目

〔存続年代】 白鳳時代～

62.野中寺  羽曳野市野 上々5丁目
【存続年代】 白鳳時代～現代
【伽藍配置】 川原寺式

【検出遺構】 中門 :東西15m×南北12m(3× 2間 )
塔 :東西13.62m× 南北12.9m、 高さ1.5m

(凝灰岩乱石積)

金堂 :東西 4間、南北 5間

炉 (真鍮鋳造)、 掘立柱建物

【瓦窯】 下田池瓦窯跡
【集落】 野 上々遺跡
〔古墳】 羽曳野丘陵一帯
【同拍関係】 四天王寺NMIf型式、

善正寺、鞍作廃寺 (単弁8葉 )

【備考】 国指定史跡
丸瓦、平瓦、鴎尾、英斗瓦、鬼瓦、輝、

釘、不明金鋼製品、硯、一字一石経、砥石

「康成 (650)年正月…」紀銘ヘラ描き瓦

び導
=挙

罫亨1薫熟ェ==事荘I'~

榊
醒 餞
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63.善正寺跡  羽曳野市はびきの2丁目

【存続年代】 白鳳時代～平安時代

【伽藍配置】 薬師寺式

【検出遺構】 東・西塔基壇 :一辺約10m

(凝灰岩切石積み)

金堂基壇 :約 17.9m× 12.7m(推定 )

(凝灰岩切石積み・礎石は白馬瑞 )

〔集落】 石曳遺跡

【同絶関係】 野中寺・鞍作廃寺 (単弁8葉 )

【備考】 丸瓦、平瓦、鴎尾、

鉄製飾り金具、鉄釘

金堂礎石に白弱璃の

白色大理石を用いる

64.黒山廃寺  美原町黒山

【存続年代】 白鳳時代～

【瓦窯】 真福寺遺跡

【集落】 真福寺遺跡

【備考】 丸瓦、平瓦、鬼瓦、鴎尾、

瓦塔、金銅仏手、輝

伝黒山廃寺出土心礎が四天

王寺国際仏教大学に存在

65.丹比廃寺  美原町多治井

【存続年代】 白鳳時代～

【備考】 丸瓦、平瓦

後に徳専寺 (平安時代)、

徳専寺城 (室町時代)力d築かれた

σ
〔65〕
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66.泉福寺 (大保廃寺)美 原町大保

【存続年代】 白鳳時代～

67.東野廃寺  大阪狭山市東野

【存続年代】 白鳳時代～

【備考】 丸瓦、平瓦

蓮光寺境内 (現廃寺)

68.野中満願寺  藤井寺市

【存続年代】 白鳳時代～

【瓦窯】 下田池瓦窯か?

【同麺関係】 野中寺Ia型式

69.成本廃寺 大阪市平野区瓜破東4

【存続年代】 奈良時代～平安時代

【検出遺構】 南限区画溝

【備考〕 飛雲紋軒丸瓦は「一本造り」

慈 夢
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70.瓜破廃寺

【存続年代】

【同摘関係】

大阪市平野区瓜破東 4

奈良時代～

長岡京7802B型式

71.住道廃寺 (須牟地廃寺跡 )

大阪市東住吉区住道矢田8

【存続年代】 奈良時代～

河内国安宿郡

72.五十村廃寺  柏原市旭ヶ丘2丁目

【存続年代】 白鳳時代～

【検出遺構】 基壇 (規模不明)

【同疱関係】 田辺廃寺

【備考】 丸瓦、平瓦、凝灰岩、鉄釘、瓦塔片

彩

73。 原山廃寺

【存続年代】

【同抱関係】

柏原市旭ヶ丘 3丁目

白鳳時代～

田辺廃寺

74。 片山廃寺  柏原市片山町

【存続年代】 白鳳時代～

【検出遺構】 塔 :一辺H.87m

(凝灰岩壇上積み基壇

を瓦積で補修)

【同拍関係】 藤原宮跡、別所廃寺

【備考】 丸瓦、平瓦、輝
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75。 河内飛鳥寺  羽曳野市飛′亀

【存続年代】 白鳳時代か?～

【伽藍配置】 円形柱座心礎 :長軸3.14m、 短軸2.47m

厚さlm以上

柱穴 :直径約 0,93m、 深さ0.33m

舎利子し:畦E4蚤 14cm、 ツ案さ15cm

【同疱関係】 小松里廃寺 (単弁12葉 )

【備考】 軒平瓦 (平安時代)、 瓦片

聖徳太子建立四十六寺院の飛鳥寺説、

飛鳥戸郡の郡寺説、飛鳥部氏の氏寺説

76.田辺廃寺

【存続年代】

【伽藍配置】

【検出遺構】

渤

柏原市田辺 1丁目

奈良時代～平安時代前期

薬師寺式

東塔 :輝積み基壇、一辺約10m(平安前期 ?)

西塔 :瓦積基壇、東西10.32m×

南北10.08m(白鳳時代)

金堂 :瓦積基壇、東西17.8m×

南北11.51m(白鳳時代)

南大門 :瓦積基壇

〔瓦窯】 原山廃寺付近に存在したといわれている

【古墳】 審田山古墳群 (輝敷石室を持つ古墳含む)

【同麺関係】 原山廃寺、五十村廃寺

【備考】 国指定史跡
丸瓦、平瓦、輝、鉄釘

平安前期に焼失、金堂のみ再建され室町時代まで存続

77.河内国分寺跡  柏原市国分東条町

〔存続年代】 奈良時代～

【検出遺構】 塔 :東西18.77m×南北10.36m

(壇上積み基壇 )

中F](推定):凝灰岩延石列

【備考】 軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、鬼瓦、

相輪関係銅製品、鉄釘、「冨寿神宝」

輝、

(皇朝十二銭)
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78.河内国分尼寺跡  柏原市国分東条町

【存続年代】 奈良時代～

【備考】 軒丸瓦、瓦片、銅製品

小字に「尼寺」

河内国古市郡

79.西琳寺  羽曳野市古市2丁目

【存続年代】 飛鳥時代～現代

【伽藍配置】 法起寺式

【検出遺構】 回廊

円形柱座塔心礎 :長辺 3.2m、

短辺 2.8m、 高さ1.95m

柱床 :直径 0,73m、 深さ0.41m

四方に添柱穴

舎利子し:幅 15cm、 高さ1lcm、 づ甦行き19cm

【備考】 丸瓦、平瓦、鴎尾、鬼板、輝、輝仏、

80。 岩田八幡宮神宮寺跡  羽曳野市岩田3丁 目

【存続年代】 奈良時代～

〔備考】 古室遺跡、岩田御廟山古損外堤から

同型式の瓦が出土 (平安時代)

河内国石川郡

81.新堂廃寺 (烏含寺) 富田林市緑が丘町

【存続年代】 飛鳥時代～中世

【伽藍配置】 四天王寺式か?

【検出遺構】 塔、金堂、講堂、西方建物、中門、

南門、宝憧遺構、南限・北限区画清

【集落】 寺域北東 (奈良時代～平安時代)、 中野遺跡

【瓦窯】 ヲガンジ池瓦窯 (飛鳥時代～奈良時代)

【古墳】 お亀石古墳

【同疱関係】 細井廃寺・龍泉寺 (川原寺式)、

船橋廃寺 (Ⅳ A12)、 興福寺 (Ⅳ B06)、

法華寺下層 (Ⅳ B06)、 飛鳥寺 (垂木先瓦)

絲
聾

饒
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【備考】 丸瓦、平瓦、金銅製帯金具、「寺」

墨書土器、奈良三彩、導仏、螺髪、

鴎尾 (「�張ヵ」亥U書 )、 鬼瓦、「石

川郡大」刻書文字瓦、面戸瓦、英斗瓦、

鬼面紋隅木蓋瓦、垂木先瓦、土製瓦当

箱、塑像、輝、石製錯帯、輔羽回、

鉄釘、鉄斧、凝灰岩

82.龍泉寺  富田林市龍泉

【存続年代】 白鳳時代か ?～現代

【同箔関係】 細井廃寺 。新堂廃寺 (川原寺式)

【備考】 国史跡

丸瓦、平瓦、鬼瓦、硯、銅銭、鉄釘、

鋼・鉄製品

83.山城廃寺  河南町山城

【存続年代】 白鳳時代～

【備考】 丸瓦、平瓦

(

・ 咀
｀
翠
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河内国錦部郡

84.細井廃寺 富田林市錦織

【存続年代】 白鳳時代～室町時代

【検出遺構】 柱列、掘立柱建物

【集落】 錦織遺跡

【古墳】 南坪池古墳

【同抱関係】 龍泉寺。新堂廃寺 (川原寺式)

【備考】 丸瓦、平瓦                      辞ゝ             〔84〕
鴎尾、同心円タタキ導 (錦織廃寺に類例)、

斜格子タタキ輝

85.錦織廃寺  富田林市錦織

【存続年代】 奈良時代～

【備考】 同心円タタキ澪 (細井廃寺に類例)
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和泉国大 P島郡

86.塩穴寺  堺市石津】ヒ町

【存続年代】 白鳳時代～近世

【備考】 桧塚古墳に古瓦散布

この古損が、寺院基壇の可能

性があると指摘されている

瓦器・須恵器他出土

87.百舌鳥陵南廃寺  堺市百舌鳥陵南町2丁

【存続隼代】 白鳳時代～

〔瓦窯】 荒坂瓦窯 (奈良県)か ?

【備考1 684年銘平瓦、二重弧紋軒平瓦

円筒埴輪、蓋形埴輪

88.華林寺 (蜂田寺) 堺市ノ(田寺町

〔存続年代】 白鳳時代～

89。 長承寺 堺市鳳東町3丁、鳳南町4丁

〔存続年代】 白鳳時代～

定 即
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90。 和泉土師廃寺 (土師観音廃寺)

【存続年代】 白鳳時代～平安時代

【備考】 丸瓦、平瓦

堺市土師町

白鳳時代創建の寺院が別の場所にある

可能性あり

91.家原寺  堺市家原町

【存続年代】 白鳳時代～

92.仏光寺跡

【存続年代】

【検出遺構】

堺市人田寺町・毛穴町

白鳳時代か ?～

西面する基壇建物 :

東西10m× 南北12m、

高さ 0。 5m礎石 (平安時代)

【同疱関係】 信太寺 (素弁 8葉 )

【備考】 検出遺構は平安時代のもの

出土瓦の一部に白鳳時代の瓦あり

93.大野寺  堺市土塔町

【存続年代】 神亀4年 (727)～現代

【伽藍配置】 法起寺式か ?

【検出遺構I 土塔

【備考】 国指定史跡

礎石が大野寺境内に残る

平城宮6304系軒丸瓦、平城宮6689系軒平瓦

土塔と江戸時代再建の本堂が残る

土塔は一辺54～ 59m、 高さ9m、 日干しレ

ンガを枠として内部に上を盛る

年号を記した軒丸瓦、文字瓦多数、丸瓦、平瓦

和泉国和泉郡

94.小松里廃寺  岸和田市小松里町、下池田町
【存続年代】 飛鳥時代～

【同疱関係】 河内飛鳥寺 (単弁12葉 )

【備考】 池田寺と同紋の軒丸瓦 (単弁12葉 )、 鴫尾片

（奪

鵜

潔齢鐵
:
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95。 信太寺跡

〔存続年代】

〔伽藍配置】

【検出遺構】

【瓦窯】

【集落】

【備考】

(上代観音寺 )

白鳳時代～現代

法起寺式か ?

3時期の重なりがある

輝積基壇、築地、鍛冶炉

和泉市上代町

【集落】 寺域北方に広がる集落

【同疱関係】 仏光寺 (素弁8葉 )

【備考】 丸瓦、平瓦、輝、英斗瓦、

96.和泉寺跡  和泉市府中町

【存続年代】 白鳳時代～中世

【検出遺構】 削平

【集落】 府中遺跡

〔備考】 礎石が泉井上神社境内に移る

川原寺式軒丸瓦、法隆寺式軒丸瓦、

池田寺I式軒丸瓦、岡寺式軒丸瓦

97.池田寺跡  和泉市池田下町

【存続年代】 白鳳時代～現代

【検出遺構】 推定寺域北限とほぼ一致する

中世大溝、築地

4基検出

寺域北方に集落

「池田」・「池田堂」文字瓦、丸瓦、

現 :明王院

平瓦

甕鰯

鬼瓦、土器類、鉄製品
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98,坂本寺跡 (禅寂寺) 和泉市阪本町

【存続年代】 白鳳時代～室町時代

【伽藍配置】 法隆寺式

【検出遺構】 塔基壇 一辺12m、 高さlm

各辺中央に幅2.4mの乱石積の外装を

持つ階段

講堂 :乱石積基壇 7間×4間の建物

回廊 :幅約4.5mの単廊 地廊は

講堂背面の庇通りに取りつく

金堂 :南北16m×東西20m、 高さ1.3m

心礎 :現禅寂寺本堂前に移る

【同抱関係】 伊賀・夏見廃寺三尊輝仏

【備考】 川原寺式軒丸瓦、土器類

99.松尾寺 不日泉市松尾町

【存続年代】 白鳳時代～

100。 春木廃寺 岸和田市春木若松町

【存続年代】 白鳳時代～

101.別所廃寺  岸不日田市男U所町

【存続年代】 白鳳時代～

【同疱関係】 片山廃寺(藤原宮式)

102.秦廃寺 (半田廃寺)貝 塚市半田

【存続年代】 白鳳時代～

【検出遺構】 寺域南限、土坑、溝、竪欠住居、

掘立柱建物

【集落】 半田遺跡 ?、 麻生中下代遺跡

【備考】 堀遺跡 (貝塚市)で同紋瓦 (高旬麗系)

小字に「南墓」。「堂ノ後」とある境界の地山

を成形した段を検出、その段の南側に瓦溜

地山を成形した段が寺域南限の可能性あり

Ⅲ2B

鰯

都 て強
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103.和泉国分寺  不日泉郡国分町

【存続年代】 承和6年 (839)～

【備考】 丸瓦

前身寺院は白鳳時代創建と

考えられる安楽寺

104.田治米廃寺  岸和田市米治米町

【存続年代】 奈良時代～

和泉国 日根郡

105.地蔵堂廃寺 貝塚市地蔵堂

【存続年代】 白鳳時代～

106。 禅興寺廃寺  泉佐野市長滝・南中樫井

【存続年代】 白鳳時代

【検出遺構】 一辺0.6m方形柱穴

【備考】 寺域南の諸目遺跡より山田寺式軒丸瓦、

三軒茶屋遺跡より川原寺式軒丸瓦、

丸瓦、平瓦

(:|||:::iiξ
と!!144!i::!キ : 麹

声蜀

地

―-256-―



107.海会寺跡  泉南市信達大苗代

【存続年代】 白鳳時代～室町時代

【伽藍配置】 法隆寺式

〔検出遺構】 塔 :一辺13.2mの乱石積基壇

建物柱間 2.4mの 3× 3間
百済大寺と同箔

金堂 :基壇南北21.Om         四天王寺

乱石積基壇

講堂 :基壇東西21m南北13.8m、

建物柱間 2.4mの 7× 4間

回廊 :礎石

嘲
IB

【瓦窯】 講堂下で1基、寺域南側で3基

【同抱関係】 百済大寺 (B)→四天王寺NMⅡ a2型式

【備考】 丸瓦、平瓦、鴎尾、輝、独尊輝仏、三尊輝仏、

土製如来像、塑像、風繹、鉄釘

108. 大庭寺遺跡  堺市大庭寺、小代

109。 大園遺跡 高石市西取石 5～ 7丁

110。 堀遺跡  貝塚市堀

111.加治神前畠中遺跡 貝塚市加治、畠中、石才

鰻

挙

懺 lω
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高槻市教育委員会『嶋上郡衛跡他関連遺跡発掘調査概要15』

梶原寺跡       名神高速道路内遺跡調査会 1998『梶原瓦窯跡発掘調査報告書』
高槻市教育委員会 1988『嶋上淋衡跡他関連遺跡発掘調査概要12』

高槻市貌育委員会 1988『高槻市文化財年報XⅡ 』

高槻市教育委員会 1975『高槻市文化財年報 昭和51年度』
高槻市教育委員会 1976『高槻市文化財年報 昭和52年度』
高槻市教育委員会 1992『高槻市文化財年報 平成 4年度』
高槻市教育委員会 1993『高槻市文化財年報 平成 5年度』

太田廃寺跡      茨木市教育委員会 1997『平成 8年度発掘調査概報』
大阪府教育委員会 1997『総持寺遺跡発掘調査概報』

穂積廃寺       大阪府教育委員会 。 (財)大阪府文化財調査研究センター 1996『東奈良Ш・郡遺跡』
茨木市教育委員会 1978『郡遺跡概報一上穂積 l

茨木市教育委員会 1997『平成 8年度発掘調査概報』

金寺山廃寺 (新免廃寺)豊中市教育委員会 1993『豊中市埋蔵文化財発掘調査概要 平成 4年度』
豊中市教育委員会 1976『豊中市の指定文化財』

安曇寺跡 (阿曇寺跡)  (財)大阪市文化財協会 1989『昭和62年度 大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』

法円坂廃寺      人木久栄 1972「大極殿院出上の新型軒瓦二点」『難波宮跡研究調査年報』難波宮址顕彰会
四天王寺       (財 )大阪市文化財協会 1996『大阪市天王寺区四天王寺旧境内遺跡発掘調査報告書』

大谷女子大学 1985『四天王寺 一西門とその周辺 I一 大谷女子大学資料館報告書 第12冊』

大谷女子大学 1988『四天王寺 ―引声堂とその周辺地区の調査 I一 大谷女子大学資料館報告書 第20冊』

大谷女子大学 1989『四天王寺 一引声堂とその周辺地区の調査Ⅱ一 大谷女子大学資料館報告書 第22冊』

網伸也 1997「四天王寺出土瓦の編年的考察」『堅田直先生古希記念論文集』

堅田直先生古希記念論文集刊行貪

菱田哲郎 1986「畿内の初期瓦生産と工人の動向」 F史林』第69巻 3号 337号 史学研究会

総本山四天王寺 1986『四天王寺 一食堂跡一 食堂再建計画に伴う発掘調査報告書』

百済尼寺跡      (財 )大阪市文化財協会 1999『大阪市天王寺区細工谷遺跡発掘調査報告 I』

津守廃寺       (財 )大阪市文化財協会 1989『昭和62年度 大阪市内理蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』
九頭神廃寺      竹原伸仁 1997「河内・九頭神遺跡 (廃寺)と周辺の地割りについて」『大阪府下埋蔵文化財研究会

(第36回)資料』 (財)大阪府文化財調査研究センター

(財)枚方市文化財研究調査会 1995『枚方市文化財年報15』

枚方市教育委員会 1997『枚方市埋蔵文化財発掘調査概要 枚方市文化財調査報告 第32集  1996』

西田俊秀・菱田哲郎 1986「九頭神遺跡 (第 3・ 第 4次調査)」 『枚方市文化財年報 7』

(財)枚方市文化財研究調査会

百済寺跡       (財 )枚方市文化財研究調査会 1981『枚方市文化財年報 2』

枚方市教育委員会 1971F禁野車塚古墳周濠 鷹塚山遺跡範囲確認特別遺跡百済寺跡調査概要報告』第 4輯

大阪府教育委員会・枚方市教育委員会 1967『特別史跡百済寺跡公園』

大阪府教育委員貪 1965『河内百済寺跡発掘調査概報』

大阪府教育委員会 1934『百済寺址の調査 大阪府史跡名勝天然記念物調査報告書』第 4輯

(財)枚方市文化財研究調査会 1995『枚方市文化財年報15』

百済王神社 1975『百済工神社拝殿修復工事落成記念百済王神社と特別史跡百済寺跡』

高宮廃寺       寝屋川市教育委員会 1980～ 1985『高宮廃寺発掘調査報告書 I～ Ⅵ 寝屋,II市文化財資料』
正法寺跡       大阪府教育委員会 1970『四条畷町・正法寺跡発掘調査概報』

大阪府教育委員会 1995『正法寺跡発掘調査概報 I』

河内寺跡       上田睦 1994「渡来氏族の造った河内の寺院」F歴史考古学研究部会 第100回記念 渡来氏族と古代寺院』
帝塚山考古学研究所

東大阪市教育委員会 19731974『河内寺跡』 I・ I

―-259-一



若江廃寺       東大阪市遺跡保護調査会 1981『東大阪市遺跡保護調査会発掘調査概報集』
法通寺跡 (穂積寺)   (財)東大阪市文化財協会 1985『法通寺』
西郡廃寺       大阪府教育委員会 1992『萱振遺跡』大阪府文化財報告第39報
東郷廃寺       八尾市教育委員会 1992『人尾市内平成 3年度発掘調査報告書』
渋,II廃寺 (宝積寺)  山本昭 1983「河内竜華寺と渋川廃寺」『藤沢一夫先生古希記念 古文化論叢』古代を考える会
心合寺跡 (大竹廃寺) 人尾市教育委員貪 1998『人尾市内平成 9年度発掘調査報告書Ⅱ』
教興寺跡 (高安寺)  八尾市教育委員会 1992『人尾市内遺跡平成 3年度発掘調査報告書Ⅱ 人尾市文化財報告26』
智識寺跡 (太平寺廃寺)柏原市教育委員会 1996『本自原市埋蔵文化財発掘調査概報1995年度』
家原寺跡 (安堂廃寺) 柏原市教育委員会 1993『柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1992年度』
鳥坂寺跡 (高井田廃寺)柏原市教育委員会 1986『鳥坂寺―寺域の調査 l

柏原市教育委員会 1987『高井田遺跡Ⅱ』

柏原市教育委員会 1989『高井田遺跡Ⅲ』

柏原市教育委員会 1990『柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1989年度』

大阪府教育委員会 1968『河内高井田・鳥坂寺跡』大阪府文化財調査報告書第19輯

山下寺跡 (大県南廃寺)柏原市教育委員会 1985『大県南遺跡―山下寺跡寺域の調査―』
大里寺跡 (大県廃寺) 柏原市教育委員会 1985『大県。大県南遺跡』

柏原市教育委員会 1984隣白原市史埋蔵文化財発掘調査概要 1983年度』

土師寺 (道明寺)   大阪府教育委員会 1982『土師の里遺跡発掘調査概要Ⅳ』
大阪府教育委員会 1983『土師の里遺跡発掘調査概要V』

大阪府教育委員会 1985『土師の里遺跡発掘調査概要Xl』

藤井寺市教育委員会 1988『土師寺跡発掘調査概要』

藤井寺市教育委員会 1994『石川流域遺跡群発掘調査報告 IX』

衣縫廃寺 (井上寺)  藤井寺市教育委員会 1994「Ⅳ国府遺跡の調査」『石川流域遺跡群発掘調査報告IX』
藤井利章 1984「河内国府と衣縫廃寺」騰自谷史壇』 第85号 龍谷大学史学会
大阪府教育委員会 1971『国府遺跡発掘調査概要』

船橋廃寺       大阪府教育委員会 1958『河内船橋遺跡出土遺物の研究 1』
大阪府教育委員会 1962『河内船橋遺跡出土遺物の研究 2』

葛井寺跡       藤井寺市教育委員会 1988『石川流域遺跡群発掘調査報告Ⅲ』
藤井寺市教育委員会 1989『石川流域遺跡群発掘調査報告Ⅳ』

藤井寺市教育委員会 1991『石川流域遺跡群発掘調査報告Ⅵ』

藤井寺市教育委員会 1993『石川流域遺跡群発掘調査報告Ⅷ』

藤井寺市教育委員会 1994『石川流域遺跡群発掘調査報告Ⅸ』

拝志廃寺       大阪府教育委員会 1981『林遺跡発掘調査概要Ⅱ』
大阪府毅育委員会 1981『林遺跡発掘調査概要皿』

大阪府教育委員会 1982F林遺跡発掘調査概要Ⅳ』

大阪府教育委員会 1983『林遺跡発掘調査概要V』

大阪府教育委員会 1982『大水川改修に伴う林遺跡発掘調査概要 I』

大阪府教育委員会 1983『林遺助発掘調査概要V』

野中寺        河内一浩 1997「河内野々上遺跡周辺の寺・館・古道・運河」F大阪府下埋蔵文化財研究会 (第 36回 )資料』
(財)大阪府文化財調査研究センター

羽曳野市教育委員会 1986『野中寺塔跡発掘調査報告』

羽曳野市教育委員会 1987『地中レーダー探査報告 “史跡 野中寺"羽曳野市埋蔵文化財調査報告書15』
羽曳野市教育委員会 1988『古市遺跡群Ⅸ 羽曳野市埋蔵文化財報告書16』
大阪府水道部 1963『史跡野中寺旧伽藍跡の調査』

羽曳野市教育委員会 1986『考古学のロマンを求めて 三木精一収集考古遺物典』
下田池瓦窯跡     羽曳野市教育委員会 1997『古市遺跡群XⅧ 羽曳野市埋蔵文化財調査報告書34』
善正寺 (埴生廃寺)  羽曳野市教育委員会 1980『古市遺跡群Ⅱ』

羽曳野市教育委員会 1992『古市遺跡群X皿  羽曳野市埋蔵文化財報告書26』
近藤康司他 1988「馬野繁蔵氏寄贈採集資料報告 ―瓦編―」『関西大学考古学等資料室紀要』 第5号
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黒山廃寺       (財 )大阪文化財センター 1986『真福寺遺跡一調査の概要』
大阪府教育委員会 。 (財)大阪府文化財調査研究センター 1997『真福寺遺跡」

丹比廃寺       大阪府教育委員会 1980「南河内郡美原町丹比廃寺発掘調査報告 (1)」  『節香仙』 第29号

泉福寺        大阪府教育委員会 1993「伝大保廃寺出上の軒瓦」『岡 2丁目所在遺跡発掘調査概要報告書』

東野廃寺       狭山市教育委員会 1991『狭山市内遺跡群発掘調査概要報告書 狭山市文化財報告書 4』

狭山市教育委員会 1994『奴山市内遺跡群発掘調査概要報告書 4 狭山市文化財報告書12』

大阪府教育委員会 1990『池尻城発掘調査概要Ⅳ』

五十村廃寺      柏原市教育委員会 1984『柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1983年度』

原山廃寺       柏原市教育委員会 1988『柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1987年度』

柏原市教育委員会 1994 FI白原市埋蔵文化財発掘調査概報 1993年度』

片山廃寺       柏原市教育委員会 1983『片山廃寺塔跡発掘調査概報』

柏原市教育委員会 1993『柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1992年度』

大阪府教育委員会 1972「玉手山廃寺跡試掘調査概要」『節香仙』 第 3号

柏原市教育委員会 1987『柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1986年度』

田辺廃寺       大阪府教育委員会 1972『田辺廃寺跡発掘調査概要』

河内国分寺跡     大阪府教育委員会 1970『柏原市国府東条町河内国分寺跡発掘調査概要』

河内国分尼寺     柏原市教育委員会 1987『柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1986年度』

柏原市教育委員会 1988『柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1987年度』

柏原市教育委員会 1984『柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1983年度』

西琳寺 (古市寺)   羽曳野市教育委員会 1995『古市遺跡群 XⅥ 羽曳野市埋蔵文化財報告書32』

大阪府教育委員会 1959『大阪府埋蔵文化財資料 I』

大阪府教育委員会 1955『河内西淋寺の研究』

大阪府教育委員会 1978『西淋寺跡発掘調査概要・ I』

響田八幡宮神宮寺跡  BΣ曳野市教育委員会 1980『古市遺跡群Ⅱ』

大阪府教育委員会 1990『大水川改修に伴う発掘調査概要Ⅷ』

新堂廃寺 (鳥含寺)  井西貴子 1997「河内新堂廃寺遺跡と東高野街道」F大阪府下埋蔵文化財研究会 (第 36回 )資料』
(財)大阪府文化財調査研究センター

大阪府教育委員会 1961『河内新堂鳥含寺の調査』

大阪府教育委員会 1996『新堂廃寺発掘調査概要』

大阪府教育委員会 1997『新堂廃寺発掘調査概要Ⅱ』

大阪府教育委員会 1999『新堂廃寺発掘調査概要Ⅲ」

富田林市教育委員会 1986『 ヲガンジ池瓦窯現地説明会資料』

龍泉寺 (石川寺)   宗教法人龍泉寺 1993『龍泉寺 一f曽坊院および瓦窯跡群の発掘調査報告書下』

宗教法人龍泉寺 1981『龍泉寺 ―坊院跡および瓦窯跡群の発掘調査報告書―』

宗教法人龍泉寺 1982『龍泉寺Ⅱ ―坊院跡および瓦窯跡群の発掘調査報告書 l

大阪府教育委員会 1974『青自泉寺千手院跡発掘調査概要』

山城廃寺       大阪府教育委員会 1982「山城廃寺 (一須賀廃寺)出土古瓦」『節香仙』

細井廃寺       大阪府教育委員会 1985『錦織細井廃寺跡発掘調査概要 大阪府文化財概要 1984年度』

塩穴寺跡       堺市教育委員会 1993『堺市文化財調査概要報告 第36冊』
近藤康司 1991「摂河泉の古代寺院跡 (三)和泉国大′亀郡塩穴郷塩穴寺」『摂河泉会報16号』

摂河泉地域史研究会

華林寺        藤澤一夫 1960「和泉蜂田寺」肝日泉志二十一号』和泉文化研究会

和泉土師廃寺 (土師観音廃寺)

堺市教育委員会 1986『堺市文化財調査報告 第26集』
堺市教育委員会 1995「土師観音廃寺・日置荘瓦町窯跡群立会調査概要報告」『堺市文化財調査概要報告

第48冊』

堺市教育委員会 1997「付 上師遺跡内の寺院址」F土師遺跡発掘調査報告Ⅱ一百舌鳥綾南廃寺
(21街区)51年度』

―-261-―



仏光寺跡       近藤康司 1992「標河泉の古代寺院跡 (二)和泉の国大′亀郡蜂田郷仏光寺」『摂河泉会報第14号』
根河泉地域史研究会

堺市教育委員会 1982『堺市文化財調査概要報告第10冊』

大野寺跡 (土塔)   堺市博物館 1986『堺の文化財 (指定文化財編)』
堺市教育委員会 1999『堺市文化財調査概要報告第80冊』

堺市教育委員会 1999『大野寺跡』

堺市博物館 1998『没1250年記念特別展行基生涯・事跡と菩薩信仰』

堺市教育委員会 1995「大野寺跡発掘調査概要報告書」『堺市文化財調査概要報告 第53冊』
小松里廃寺      岸和田市教育委員会 1986『昭和60年度 発掘調査概要 岸和田市文化財調査概要11』

岸和田市教育委員会 1995F平成 6年度 発掘調査概要 岸和田市文化財調査概要20』
岸和田市教育委員会 1984『昭和58年度 発掘調査概要 岸和田市文化財調査概要10』
岸和田市教育委員会 2001『平成■年度 発掘調査概要 岸和国市文化財調査概要26』

信太寺跡 (上代観音寺)和泉市教育委員会 1979『信太寺跡発掘調査概要』
大阪府教育委員会1982『観音寺遺跡発掘調査報告書』

藤澤一夫 1976「利泉信太寺と寺名刻印屋瓦」『大阪文化誌 2-1』 (財)大阪文化財センター
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まとめ

新堂廃寺に最初に調査の鍬が入ってから41年、府営住宅の建て替えに伴う調査を開始してから

もすでに 9年の歳月が経過した。その間の様々な事象の積み上げは、大阪府の文化財保護行政の

一つの縮図といってよい。

本書単色図版の最初に掲げたのは、1961年に新堂廃寺周辺を撮影したものである。新築なった

府営富田林住宅の トタン屋根が光り輝いているだろう。戦後という一つの時代が過ぎ去ろうとし

ていたこのころ、府内各地域の航空写真に同様の光景が見られる。

今ひとつ、我々の手元に一枚の青焼き地形測量図がある。1959年測量の 1/300「府営富田林

住宅建設敷地平面図」というこの図は、寺域周辺の往時の微地形を余すところなく示していて貴

重である。だがそれだけではない。この図には赤鉛筆で縦横に線が引いてあり、当時府教委の技

師であった藤澤一夫先生の筆跡で「要絶封的妻掘調査地区」、「要保存部分存在予想地区」、「要妻

掘調査地区」といった言葉とともに、公園として保存された部分989坪の面積計算が書き込まれ

ている。いわゆる「保存協議図」である。府営住宅建設が先行する中での調査であったため、伽

藍中心部を公園と宅地に分断する形ではあったが、こうして新堂廃寺は守られた。今にして思え

ば府営住宅用地だったことが幸いした。ここ十数年の周辺の開発の波を見ると、ここが民有地の

ままであったならあるいは今頂は、と考えてしまう。

老朽化した住宅の建て替え計画が具体化した1992年度に実施した確認調査は、当委員会として

はさらなる保存を目的としたものであったが、事業者である建築部にとっては記録保存の予備調

査的なものであったろう。それでも頭をひねって保存の必要性を書き連ねた確認調査報告書は、

幸いにして建築部の理解を得ることができ、伽藍中心部の存在が予測される約 2万ドについて当

面住棟建設地から外す形で建て替え事業がスタートした。その後の建築部担当者の奔走と住民代

表である建て替え対策委員会の協力には心から感謝している。

建て替え事業と併行して、地元富田林市教委とも保存対策について協議を深めていった。97年

から市教委に設置された「新堂廃寺等調査指導委員会」の指導のもと5年計画で実施されている

範囲確認調査もようやく指定申請できる段階に達した。しかし、史跡指定それ自体結実ではある

が、保護事業の終結ではないことは言うまでもない。新たなスタートである。

本報告書を編むに当たって、本格的な整理作業を開始した1999年度当初に二つの目標を設定し

た。第一は、創建から廃絶に至る伽藍配置の変遷について、現在までの調査成果を総括すること、

第二は、飛鳥時代から奈良時代にかけてのまとまった瓦類について現在望みうる限りの資料化を

行いたいということであった。第二の目標は、次項にまとめたが、寺跡だけの資料としてはおお

むね達成できたのではないかと思う。

一方、第一の目標はわからないことが多すぎて方針を転換せざるを得なかった。

たとえば創建時の伽藍配置は四天王寺式だと言い切ってよいだろうか。第 3章で概略をまとめ
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たごとく、創建時に遡る可能性が極めて高い遺構は、中門と南面回廊以外には確認されていない

と言ってよい。59・ 60年度調査で確認された西方建物は自鳳期以降の建築であることは確かであ

ろうが、その下層の確認はまだ不十分である。97・ 99年度市教委調査で検出された「東方建物」

も実体は不明であるし、00年度に確認された塔心礎の据え付け時期は厳しく検証する必要がある

と考えている。そもそも創建時の回廊幅すら明らかにはなっていないのである。新堂廃寺の伽藍

配置ではっきりしていることは、完成した奈良時代の主要伽藍は、南門、中門、塔、金堂、講堂

が南北一直線上に並び、塔と金堂の西方に大型の東向き南北棟建物があったということであり、

南門と中門を除けば60年度に判明したことと変わりない。しかし、98年度調査における中門と南

門の発見はきわめて重要なことで、これで中心伽藍の南北長が約 1町であること、96年度調査時

発見の東西溝と合わせて、寺域の南北がほぼ 2町であることが確定した。確定はしていないが可

能性のあることとしては、西方建物と対称の位置になんらかの構造物があった ?、 回廊が巡って

いた ?、 南門にとりつく築地から連続して何らかの閉塞施設があった ?と いったことであろう。

したがって、現時点では創建期の伽藍配置の候補として、「四天王寺式」、「飛鳥寺式」の 2者

を挙げ、今後の検討課題としておくとともに、「再建」後の伽藍配置が「四天王寺式」を基本と

し、東西に「礼堂」のような塔・金堂に向き合う建物を配置した「新堂廃寺式」とすることにつ

いては、可能性の域を出ていないと指摘するにとどめたい。

伽藍の変遷については、すでに59年度調査の段階で、多量の焼土の存在から創建伽藍の焼失と

白鳳期以降の再建の可能性について言及されているが、上記のごとく、創建時の伽藍配置が未確

定なことや、南門も含めた全体整備計画が創建当初からあったと考えられること、瓦の型式の連

続性などから、どの時点までを創建期といい、いつを再建とするかは、難解な問題である。その

意味で、本書では「修造」 。「増築」・「大改修」という用語を使用したりもした。この問題に

ついては、瓦類の整理を通して、奈良時代に大きな画期を見いだせたのではないかと思っている。

このことはまた、ヲガンジ池瓦窯操業再開の契機と時期に関わる問題をもはらんでおり、この

窯の構造的位置づけも含めて、興味深いテーマを提供する。

いずれにしても、寺域の調査成果については市教委の範囲確認調査報告書の刊行が待たれる。

59。 60年度に確認された遺構も含めて、これまで確認された遺構のすべてを同一の座標上に割り

付けることが可能になるわけで、層位的な調査結果とのクロスチェックにより細かな方位、尺度、

遺構相互の時期等についての議論が活発化するものと思われる。

また、瓦類の検討については、今回は寺という消費地のみで行わぎるを得なかった。今後ヲガ

ンジ池瓦窯跡出土の瓦類が整理され報告されれば、初期の瓦生産から律令体制下の瓦生産まで、

一つの寺院を媒介とした価値の高い資料となるであろう。本報告で整理した資料が活用されるこ

とを望んでいる。

なお、本書が新堂廃寺の保存と活用の一助となり、また、今後の研究にいささかでも資するこ

とができれば幸いである。
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2.座談会「新堂廃寺の瓦を総合的に考える」

堀 : 最初に個人的な疑間だが、60年度報告の段階で

は、一度新堂廃寺は燃えて再建されたという図式があっ

た。今回、「修造」と「大改修」という用語に統一し

ようとしているが、そのへんの新堂廃寺の変遷を大枠

で広瀬さん。

広瀬 : 前頂で大まかにまとめたように、焼失して再

建したということを証明するようなものはほとんどな

いと言える。何らかの形の火災があったことは確かだ

と思うが、寺全部が燃えたのかどうかははっきりしな

いので、焼失・再建という風には断定せずに、「修造」

と「大改修」でまとめてみたいと思った。

井西 : 補足になるが、要するに 2時期なのか、 3時

期なのかということが一つ問題になると思う。遺構の

方から3時期と見る向きがあったが、瓦の出土量から

見ると無理がある。例えば白鳳期に塔、金堂、講堂を

再建し、同時に西にも東にも瓦葺き建物を建てたと言

うほどは白鳳時代の瓦の出土量が多くない。創建の伽

藍がどこまでなのかということについては、白鳳時代

まで連綿と (「増築」という言葉を使いたいが)建て

続けられていたということで、もし画期を求めるとす

れば、焼失 (したための「建て替え」)なのか「大改

修」なのか、状況はよくわからないが、天平期に「再

建」もしくは「大改修」の時期が来るだろうという風

に考えている。

堀 : 確かに、飛鳥時代の明確な遺構というのも (中

門・回廊以外には)ない。白鳳時代ないし今見ている

遺構が飛鳥以来のものなのか、その辺が問題。では、

「増築」というのは東方建物、西方建物のことか。

広瀬 : 西方建物が建てられる時期までを創建期と考

えれば、その時期に中心伽藍は回廊で閉じたような形

になっていればいいのかな。「大改修」の時期は奈良

時代になってから。遺構はよくわからないが瓦の量か

ら見てそういう風に言えるという気はする。

梶原 : 白鳳時代の瓦は「建て直し」というほどは多

くないということか。

井西 : そのとおり。

堀 : その辺はまた最後に改めてということで。これ

まで新堂廃寺からは軒丸瓦、軒平瓦、丸・平瓦、道具

瓦まで各種大量に出ている訳だが、それぞれ個別に検

討してきたので、今日の座談会では組み合わせをメイ

ンに考えていきたい。まず井西さん、軒丸瓦を時代ご

とに。

井西 : まず飛′亀時代はI A04型式から5畑ある。 l

A04が飛′亀寺「星組」の流れを汲む角端点珠の瓦で、

一番古く位置付けられる。編年は紋様と技法で試みた

が、I A04の技法の流れをI A05が汲んでいるので次

に続くのだろう。 I A03、 02型式は技法的にはI A04

型式よりも後出すると考えている。03型式を模して02

型式を作箱したのだろう。

白鳳時代になると、山田寺式のE A06に黒色瓦があっ

て、それが瓦当紋様の型式では一番古いと考えられる。

そのあと川原寺式のⅡ A09型式が続いて、次にⅡ A10

型式になる。以前はⅡ A10、 11型式と分けていたが同

抱だということがわかった。中房と外区が分かれてい

ないⅡ A10型式のオリジナルは一見白鳳時代の瓦で技

法も歯車接続をするのだが、色調・胎土が平城宮式66

67系の唐草紋軒平瓦 (Ⅳ A04)と 酷似しているので奈

良時代に下ると考えられる。中房を差し替えた抱傷が

一番少ないⅡ A10型式②の中に平城宮式Ⅳ A12の 1段

階と同じ黒色瓦があって、回廊の「修造」用だろうと

梶原君が考察している。その後はⅣ A12も 、Ⅱ A10の

③ o④も横置式一本造りになっていくという状況だ。

堀 : Ⅱ A07型式が出てこなかったが、Ⅱ A06型式の

次にそれを模して作抱しているということでいいのか。

井西 : そう思われる。

梶原 : Ⅱ A07は搬入ということではなく、ヲガンジ

池瓦窯で製作している ?

井西 : Ⅱ A06の黒色瓦と抱が搬入され、ヲガンジ池

では抱と工人の移動により黒色ではない固有の色調・

胎土をもったⅡ A06が 焼かれる。その抱を模してⅡA

07の抱が作られたのだろうと思う。

梶原 : そうすると川原寺式 (E A10)や平城宮式の

Ⅳ A12と 同じような様相を呈しているということがい

える。

堀 : それではまず、飛′ミ時代から見ていきたい。軒

丸瓦は「星組」が作った04と その系統の05、 それから、

ヲガンジ池で作っていた03、 02の中房周囲圏線タイプ

といった抱がある訳だが、飛鳥時代なので当然軒平瓦
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というのはない ?

広瀬 : 端部に沈線をヘラ書きしたもの、沈線を手彫

りしたものが一例ずつ以前から知られているが、四天

王寺と同じような軒平瓦と考えてよいだろう。それと、

非常に厚みのあるものがあって軒平瓦ではないかと考

えているのもある。

堀 : この段階では厚みのあるものに朱線が入ってい

るものは ?

広瀬 : 未線はない。

堀 : 話が戻るが、05の軒丸瓦も「星組」の人たちが

作ったということになるのか。

井西 : あくまで推測だが、新堂廃寺の場合「修造」
とか「大改修」といった画期の段階で拍と工人が移動

してきている。それが白鳳時代と天平期になるので、

そこから考えると創建期には「星組」の二人がつくっ

た04の製品と05の拍が搬入されている可能性があるの

ではないか。05は製作技法と色調、胎土からみてヲガ

ンジ池瓦窯の製品だろう。

堀 : 「星組」から習った人たちが05の拍をもってき
ていると。「星組」がきているとは考えられないのか。

井西 : 「星組」の工人は来ていないと思う。ただ、
「星組」の工人を掌握しているところがあるとすれば、

そこと新堂廃寺の造営主体に関係があるだろうという

ことは推測できるが、製作技術から「星組」がヲガン

ジ池に入っているということは言えない。

広瀬 : I A04の 製品だけが「星組」のものとして入っ

てきている。

堀 : その辺は岩戸さんが何か言いたいことがあるの

では ?鴫尾の最古段階のものというのは「星組」の手

になるということだが。

岩戸 : 古手の鴫尾の一群の中でも最古段階の、私が

I型式としたものは青灰色でいわゆる「星組」だ。他

にも技術的に古いものが出ているが、それらとは焼き

や胎上が全然違う。そういう意味ではヲガンジ池で焼

いていないのは確実で、搬入に違いない。「星組」の

工人が他に窯をもっていたのか、どこから運んできた

のかはわからないが、軒丸瓦と同じ動きをするのでは

ないかと思っている。

堀 :あ るいは摂津まで来ていた「星組」から来ていて

もいい司民か。

岩戸 : 推測になるが (そ ういうこともあり得 る)。

堀 : 確かにあれ (I型式)はヲガンジ池では焼いて

ないだろう。

梶原 : 鴎尾が来ているということはそんなに遠 くか

ら運んだということではないのだろうか。

堀 : いや、それは高丘から四天王寺まで行ってるの

だから、運べないわけではない。

広瀬 : もっと古く、埴輪の移動なんか考えても、大

きな埴輪があっちこっち行ってることを考えれば運ぶ

手段はあったと思う。問題は技術者と土、土作 りとい

う点で初期の鴎尾は「星組」のいた場所でしかたぶん

作れないから、何が何でもそこから運んでくるという

ことを考えたと思う。

岩戸 : あり得ると思う。

堀 : あの薄い鴎尾は習ったからといってすぐ作れる

わけではないから、「星組」がいたところから運んで

きたというのは確かだろう。ただ、「星組」がどこま

で来てるのか。製品だけ来たと考えた場合、新堂廃寺

の創建プロジェクトを立ち上げるための最初の技術伝

習というのはどの辺で行われるのだろうか。03と か02

の紋様系統が斑鳩とか片岡王寺から来るということ、

「星組」の援助があるということは、蘇我氏系のとこ

ろで新堂廃寺は始まっているんじゃないかなと思って

いるのだが。

井西 : 確かに03、 02と いうのは斑鳩、片岡王寺の瓦

当紋様だが。製作技法は全然違うし、その当時の造営

主体が直接蘇我氏と関係があるのか近しい関係にある

のかというのは難しい。

堀 :創建期の平・丸瓦はどうだろうか。飛鳥寺では星

組の平・丸瓦がわかっていたと思うが。

井西 :04型式については有段式を接続するので、飛′髯

寺と同じ。

梶原 :分割指標は ?

井西 :分割界線だった。

梶原 :それだと花組だが。

堀 :分割界点もあったのではなかったか ?

井西 :界点はない。すべて分割界線。

梶原 :花組、星組というのは、飛鳥の終わりの頃まで

それぞれの技術系譜を維持していたという説があるが、

新堂廃寺の場合は必ずしもそうではないということか。
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井西 :(技術系譜は)崩れてきている。有段式で接続

するのは星組の技術系譜だが。

堀 :あ る程度星組の資料がまとまって出ているなら、

星組の工人の技術指導も考えられるが、出土量が少な

いのであれば、今想定しているように鴎尾と04だ けが

持ち込まれたと考えられるかもしれない。

梶原 :胎土・焼成では04と丸 。平は一式運ばれている

と考えていい ?

井西 :ヲ ガンジ池では有段式は出ていないから。

梶原 :ヲ ガンジ池でというのではなく、色調・胎土だ

けで考えてもそうか ?

井西 :04の組み合う瓦は一式胎土・色調が違うと考え

ていいと思う。

岩戸 :鴫尾も。

堀 :04と 鴎尾ね。

では白鳳時代に入るが、いわゆる山田寺式の登場と

川原寺式。ここでも色調黒色のⅡ A06が搬入される。

06の導入によって、増築がはじまるということで、軒

平瓦ではどうか。

広瀬 :重弧紋軒平瓦は 3型式 5種に分類した。Ⅲ A06

の黒色の一群に組み合うのはⅢ B02・ 05両型式の黒色

の一群であることはすぐわかった。Ⅱ B01は これより

後出と考えられるので、川原寺式Ⅱ A091こ はこれが組

み合うだろう。Ⅲ A06の新段階のものと、正A07に組

み合うのは、状況としてはⅡ B02'05の 両方あるいは

いずれかと推定できるが確証はない。最も長く作り続

けられたⅡ B01が Ⅱ A06・ 07に組み合わないというこ

とも言い切れない。逆にⅡ B02・ 05の中に川原寺式Ⅱ

A09に組み合うものがある可能性もある。白鳳時代の

軒丸瓦は製作時期が重なっている可能性があり、重弧

紋軒平瓦との組合せはなおのことわかりにくい。川原

寺系Ⅱ A10は奈良時代に下ることが明らかになったか

ら、重弧紋は組み合わない。考察の中ではⅡA10①と

胎土・色調が共通する均斉唐草のⅣB04が組み合うだ

ろうとした。

堀 :続けて丸・平を梶原さんから。消去法で決められ

るのかな ?

端面叩きの平瓦があるが、あれは橙木原遺跡の資料

があるので、新堂でも白鳳時代でいい ?

梶原 :白鳳は白鳳だろう。甘い焼きの無段式の丸瓦と

組み合うのではないかと考えている。

井西 :粘土紐巻き上げで製作された丸瓦の胎土は山田

寺式と似ている。白鳳の有段式は確認されていないの

で、山田寺式にも無段式が接続すると思う。

堀 :例 えば近江も白鳳期創建の寺院が多いが、主流は

無段式だ。地方では無段式が主流なのかな ?新堂を地

方と言っていいかどうかもあるが。

梶原 :飛′亀に話を戻すが、04だけが有段式で他は無段

式なので、Ⅱ A06・ 07を補修と考えれば、無段式にな

るのも当然かなという気がしないでもない。

堀 :鴎尾から見た白鳳時代というのは ?

岩戸 :飛鳥・白鳳の中で鴫尾は収まる。その中で技術

的には 2群に分かれる。創建期の星組が最初で、その

残りの群と新段階のものとは確実に技術的な断絶があ

るのだが、鴎尾で細かい年代をいうのは無理なので、

7世紀前半と後半に分けた。後半の中には川原寺式と

胎土が似たものがあるが、これしか要素がないので、

その話に入るのは無理がある。

堀 :7世紀前半というのは、薄い鴎尾でも白鳳時代に

入るものもあるのか ?軒丸瓦では飛`亀時代には、星組

とそれ以外という話があったが、馬尾ではその辺はど

うか ?

岩戸 :星組の搬入品をふくめて、薄手の鴎尾が 7個体

あり、出土量の多さから、薄手の鴎尾が白鳳に入って

くる可能性もあるのかなという気もする。

広瀬 :金堂・講堂 。中門に鴎尾があるとすれば、 6個

体なら問題ないのでは ?薄さからいうと飛鳥の鴎尾で

もいいのでは ?

岩戸 :市教委資料にも薄手の鴎尾があり、個体数は確

実に増えるだろうと思う。それならば 6個体以上の鴎

尾が確認されるということになるが。

堀 :時代でいくと軒丸瓦と鴎尾はうまく組み合わない

ということか。

岩戸 :鴎尾では、薄い段階と厚い段階でしかわからな

|ヽ。

堀 :一応白鳳時代まで説明してもらったが。いよいよ

大改修の時期に入りたい。軒丸瓦はⅢ A10①が奈良時

代に下がることが判明したということで、②～④に至

るまで平城宮式Ⅳ A12と 同じ時期でよい ?

井西 :そ う考えてよい。
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堀 :大改修は平城宮式の時期に並行するということで、

軒平瓦は ?

広瀬 :Ⅱ A10①を奈良時代に下るとしたのは、軒平瓦

の検討から。もともと蓮子が見えないほど描はへたっ

ていたから、オリジナルはあるいは新堂以外の場所で

白鳳期に使われていたのかも。軒平瓦で胎土・色調が

非常に似ているのがⅣ B04(6667系 )で、重弧紋には

似たものはなく、また重弧紋で奈良時代に製作された

ものはない。

堀 :そ うすると②以降は6664系 と組み合う ?

広瀬 :そ うだと思うが、軒丸瓦は製作技法でも抱傷に

対応していくのに対して軒平瓦でどうなるのかは検討

しきれていない。

堀 :ザ ッと見た感じでは、6664系の軒平瓦は安定した

技術で製作されていると思うが。

広瀬 :数点段顎があるのが気になる。

堀 :色調・胎土ではどうか ?

広瀬 :ど っちかというとⅣ B04と類似する。もしかし

たら段顎もⅡ A10①と組み合うかもしれない。

堀 :興福寺式はどうなるのか。

広瀬 :あれだけだから。一点しかないので・・ 。その

後 1点 も出ていない。

堀 :あれこそ搬入品と考えられる。

広瀬 :屋根に葺かれていたと見ていいのかどうか。搬

入前に没になった見本の可能性もある。

堀 :丸・平瓦をずいぶん詳細に検討されていたので、

それについて梶原さんから。

梶原 :丸瓦でよくわかるのだが、南門瓦落ちで出土し

た丸瓦と他で出土した丸瓦は形が違う、また平瓦のタ

タキでもその違いがでてきたので、作り分けではない

か。時期差ととれなくもないが、大きく時期差がある

わけではないので、作り分けだと思う。

堀 :所用の場所によって作り分けがされているという

ことか。南門では普通の平瓦を軒先に使っている ?

広瀬 :朱線が入っているのがあるのでそうだと思う。

堀 :他の平瓦との違いは ?

広瀬 :違いというのは、なかったと思うが。

堀 :大改修時に南門の建設はメインだと思うが、軒瓦

がな帝ヽというの 1まどうも・・ ・。

広瀬 :軒丸瓦・軒平瓦を葺かないのは建物の構造には

あまり関係ないだろうと思う。柱径が25cm程度と細い

ので最初は重量の問題かと考えたが、軒瓦のあるなし

でそう重量が変わるわけでもなし。門としては華奢だ

と思う。

堀 :瓦の落ち方から隅棟がある建物と見ていい ?

岩戸 :倒れ方にもよるが、英斗がたくさんあったから、

屋根の隅が落ちたということであればそうだろうが・・。

隅棟があるとしたら入母屋か寄せ棟だが、切り妻より

1よ重量がかかるだろう。

堀 :あれくらいの門では切り妻と考えたいようにも思

うが・・・。

広瀬 :あの柱径から見ると、あることに意味があった

というような門なのでは ?宝嵯遺構も確認されている

ことだし、落慶法要をしたのだろうから、南門は必要

だったのだろう。落慶法要の段階ではもう右肩あがり

の状況ではなかったのでは ?

堀 :も のを贅沢に使う状況ではなかったということだ

ろうか。

岩戸 :鴎尾を比較すると7世紀を通じて紋様を省略し

ないのは珍しい。畿内でもかなり崩れが見られるもの

だ。それにくらべると鬼瓦については危さえ新調しな

い、という時期に入っていくのでは。

堀 :数はたくさんあるが。

岩戸 :必要数は作るだろう。

堀 :軒丸瓦・軒平瓦は中央系だが、鬼瓦は手が及ばな

かったのか。

梶原 :奈良の瓦は伽藍の北からも出土しているし、そ

う強調するほど力がなくなったわけではないだろう。

岩戸 :瓦製作を全体で考えての情報を集めてくる力が

なくなるということかもしれない。

井西 :北側の集落もかなり大規模だし、出土遺物を見

ても他の集落と比べて見劣りするものではない。

堀 :奈良時代の鴎尾が存在する可能性は ?。

岩戸 :南門掘方出土の復古鴎尾が、頭部の幅と腹部の

幅との比でいけば奈良に入る可能性があるが、南門の

掘方に入っていたことと、紋様構成から奈良とは考え

1こ くい。

広瀬 :天平期には寺造りは終わりということで、一時

にかける財力としては南門に手を回さなかった可能性

もあるのでは ?経営氏族が傾いているわけではないと
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は思う。突飛な話だが、 (石川郡衡と考えられる)中

野遺跡に存在する中野廃寺が郡の尼寺で新堂廃寺が郡

寺になった可能性もあるのでは。国分寺における国家

の援助と郡寺では違い、郡寺はある程度在地の力が必

要だったのではないかとも思う。

岩戸 :南門の規模と鬼瓦に関しては、軒丸瓦・軒平瓦

とはリンクしないと思う。

梶原 :直接それらを新堂廃寺の造営氏族に持っていく

のは無理があるのではないかと思うが、基本的に奈良

時代はシステマチックなものが進んだ時代で、必要の

あるものを必要なだけ作る時代ではないかとみている。

必要のない労力はかけない。そういう意味では中央系

の紋様を導入しているから財力があって、導入してい

ないから羽振りが悪いのではなく、中央に頼らなくて

もたとえば鬼瓦など自分で作る力があったという見方

もある。南門の規模にしてもそれが直接力に反映する

のではなく、別に南門を大きく作る意味がなかったと

も考えられ、必要に応じた省力化と考えたい。北東部

の集落については、維持・管理施設と捉えられている

が、建物などがかなり大きいので、単にそれだけのも

のではなく、この地域ではこの時期まで力を持ってい

た集落なのではないかという気もする。

井西 :「寺」と書かれた墨書土器や舞楽装束の帯金具

などが出土しているので、寺院と密接に関係する集落

だとは思うが。

堀 :時期的にも寺と関係する。

岩戸 :新堂のように、軒瓦が中央系で鬼瓦が中央系で

ないという例は他の寺院ではあまり確認されない。

梶原 :逆はよくあるのだが。鬼の方は中央の意匠をひっ

ぱるが軒は在地の紋様を使用するという。

堀 :時間も押してきたので、まとめたいと思う。まと

めにくいが・・・

だいたい飛′亀創建期と白鳳の増築改修期、奈良時代

の大改修期がある。その時々に造営氏族がどう変わっ

たのか等の問題はあるが、今U建期には星組の技術導入

と製品の搬入で事業が立ち上がる。山田寺式の時期は

時代に応じた新しい紋様を携えて製品の搬入 。工人の

応援があって増築事業が立ち上がる。さらに大改修期

には平城宮で使われている紋様とほとんど違わないハ

イレベルな軒瓦を導入しつつ、また組織の面で新しい

仕組みを取り入れて事業が興されている。在地の工人

たちがずっと新堂にいたのか断絶するのかはこれから

の検討課題としたい①新堂廃寺の場合は、遺構の残り

が必ずしもよくないので検討するのはむずかしいとは

思うが、富田林市教委の報告書 (伽藍配置)と あわせ

て検討する必要があると思われる。その結果、その辺

もおいおい明らかになっていくことだろう。

お疲れさまでした。

座談会参加者 堀大輔 (司会)・ 梶原義実・岩戸晶子・

広瀬雅信・井西貴子・八柄あさ代・東英美子 。中村祐

子 。西村香織・矢倉嘉人・藤丸祐子

本座談会は、何度かの検討会、個別討議を経て各人

の考察が完成し、それを読み合わせた後に行ったもの

で、往々にして軒丸瓦中心に偏りがちな瓦研究にあっ

て、新堂廃寺という一つの遺跡を媒体に瓦類を総合的

に捉えようとする試みであった。論議は2時間以上に

及んだ。話題は多岐に渡り、新たな視点、問題点もい

くつか抽出されたが、各々の今後の課題として受け止

めることができたと思う。また、討論参加者のみなら

ず、調査員・補助員諸君にとっていささかなりとも成

長の糧となったとすれば、望外のことである。この記

録をもって瓦のまとめにかえたい。参加者のさらなる

活躍を祈念するものである。

(編者 )
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Shdou‐Haiii

説励 =猛ヴ iS an anclcnt tewtt sitc bcatcd in Midorigaoka― Cho,Tondabayashi― Ctt OS』亀 Japan。 ■ was

�scovered in 1930s and cxcavated in 1959 and 1960。 Many ofroofdにs,whichhave he tt Of虎 カ カひ勤花

were found hele.AndttbecarncclcarhatulistcmpLwasoneofthcoldesttcmplesinittconSmctedinttelB

Crathebe8-g ofhe7h cα l倣〕.

Thele亀 殆 解 弗 脇 最 叩 Cr00fdC kim)near he pl理 .At hattime artisalls had mde Юoftilcs fo曲 焼物朝ヴ

urough‰ 滅 andハリ確 elB.0ん伽 効 た節 ιη OmOmdCdtO14b � he end Ofhe 7h c甑 償ぅ ね Situatcd tt dle top of

dlc hin h he nomwett ofthistempL詭 .Around astone com mny Ofaatr。 。ftilcs are炉団 up.■ねpre―cdb bc

a ttndtt ofhclineal tt ofhc buildcrs of説テ腸 加駒亮 b∝ausc hOse Юoftilcs are similar to hosc ofhis tempに 。

欧工FuJIsAWA ICazuo regards his tcmple as駒駆ヴー物彎危 fOr i coresponds to geog740phicalllamcs“ ン駒gαヴ "in

Puyo,Paekchc,pointing outheposdmけ hat仕胞tcOleminthavebcenllamedancr陶 解ガデ覇勃Tttin P曲 .

httsrcpotdealingwihhettscarchesh1998andasforЮ oftilcs,we will focuscJn hdings tom 1959 onward.X

win help llS to have bcttcrunderstanding ofhc tiles.

1.smcmal Remains

Solne building remains of he tcrttvL compound of説励 防掘 夕″ are lCVCalcd.The rescarchcs in 1959 and 1960

pЮved hat a foundationplatfom ofa Pago由 ,a Goldcn Han and a Leclurc IIa■ wele lincdup tom south to north.And

証hc Mtt Ofdlc Pagoda and he Goldcn Hal,a large embcdded― pinar building wih long nom to soudl axis was Лso

found.監sc lclllalls tt nOt rrom he buildings of hc olde説 航 働 ut tOm hose oftheお よo礎 鴫 hatた ,alter
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肋脇 ο
"cra catheendば

hc 7dl側嘲 .h1995,weswcycda �鯨団t sitc �脆η era tthe nomば dle templα

■is obvious hat peopに opcrating tempに had lived here bccallsc ink― inscribed pottcry pleces wih a Chinese character

“物 ″'Werc fOund.And was also discovclcd a diCh― g tOm eastto wett whiCh mintindicate anorth end of

heteritory ofttstcttL

h1998,aMiddleGatc andaCoridorcomectingwihit aSOuhGate andatampedettwallwihЮ ottoiningtOit

潤 ptt holcs for dagpolcs wcre found.■ was certited hat he Middle Cate and the Coridor ofsouh side were built血

荊 協 era9 and the temple compound was sintcd facing souh at llrst.We cannot say9 bttvtt wheher hc Coridor

― ounding compomds were hcrc tomule bcgmmg ornot.監 Souh Gateandhctamped eamwau�血roofwere

built in Nばa ela.Bcfore building hc Souh Gate,a large ditch tom castto wett had bccn dug.L shows dle outline of

hctemplctmtO呼

臨 Souh Gate was posholc― mebuildingwih fourctomCasttowestj andmec(2omnomtO sOudlJpoStS・ Athe

souh ofhe Souh Gate,sⅨ posholcs probably for electing llagpolcs ofBuddhistritualballners wcle found.Two gutters

parallclcd mh oherIIom souh tt nom bemeell he sOuh ete and dlc Middle Cte.Ihis minthave been aS鯰

Cana■eyforwtt inatCIェリlo.Ttt diScovcry ofhe ttЮ  gatcs revealed ulc tcmpに Compoundwas facing souh.And

n cOuld be饂舷阻団 he distancc ofhetenplc cowoundwas about 108 meters tommomto sOut andhelenm Of

he teritorywas approximtely216 mctcrs,

2.軸

Main hdings証晟疵ん荊 ″are rOoftilcs,ManyЮ oftilcs,dating hЮ受聾刀脇協 andNげaerap Werc found.

A ule beginning,並叩le lom petal design of"=猛ガ炒 附井物 ,Of Fちカ カ儀期 C Was llsed in

S加励 蜆 影″.Roundtilewih IA04typehasaliponhcbuttendforpipcjo血 ¶Юse of I A02 alld I A 03typc,of

O虎}`V"♭―勤ガ9,have slintlytapering atbutt end.I A05サ 眸 ねute Similar to romd eavc tiles of心 肋惣躍刀θ兜″
―盟多牝p抱

andaranerendtile I C01中 ewas mdewihhcsalne mold oこ 輛 儀―鞭 ヽ

h alc latter harば he 7hc∝髄叫 rou4d eaVe tilcsば ⅡA06,ⅡA07and IA09弾 were uscd.The fomcr楠

types havc stte lotllS pctal designwih smanerone馳 ,肋歳 伴物 テ効 を 監 latter one,Ⅱ A09弾 ,haS

doublc lom pctal詭轍 l ofKttυ励評繭 儀―

`肋
Tテ均 覇9・ Flat eave tilcs have four― conccntric―arc pa俺血

InNttα elB QЖ刈剪 ahOtt all of8血 centLHyJ,hey mainly RIsed round cave tiles ofル夢力 材=Rαttω  [9,IVA12

孵 Wih COWOund 10m pctal desigL and IVB04 type nat cavctiles widls_ctrical intcmining lloral dc義 興.But

solnc ⅡA10 typc round eave tilcs have bcen mdc,which inaitatcd ⅡA09 typa A nat Юof tilc wih incised

“θ巖
"ガ
ーGο―ンタ歩独%rsh励,レ⑤吻―〔ん朋夕"waS fOund.

There wcrc discovcrcd mny consmctiOnal Юoftiles:θ堕抑肥 /'Ot― inal ridge― end tilc ofDcmon―MaskJ,説崩

O CMCd iSh― tail― shaped rooftileJ,and肋℃tileo Solnc説 わデpieces havc hc oldest pattcm ofぬ瘍ゑ彦徘 物 と勤 ガ9,

andoncttewaSincisedline儀

Beddes Юof tiles,ohcr rclics were ttso discoveledi rrp」 iilti O eamenwarcJ pleces,肋 力 O stOnewaleJ plCCCS,

imtones wih a natand round sracc,Buddha imgcs hreliefon atile mde h amolt pieCCS Ofclay飽 廟 呼 metal

belt五血 り ,astone omamcntofleaherbclt irOnaxes,nails,and stone toolsinJ9wtt and駒 煙ブ醜
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3.Studies

町 srcpoltincludes eint的雌脱

Proi SAKAEHARA Towao,Osalca City翫�vttitt ldCd he rlat r。。f tilc of incittd to cxalme a bcation of

O肋孵井(笏―ンタテテ兜F in/sh滋》ゥα―G%η―て幼明秘 Xあ
'9訪
′P74o4/ittt mderhe control ofRテ 勧りひし樹9陶 .

NSHI Takako,Osaka Prefecme BOard OfEdⅨ � 咀 lefefrcd b introducticJn ofthe tcchniquc ofmaking Юoftilcs,

movcments ofaltisalls group σ idlux ofcave―tile― endpiece molds andproducts.Andpursults relatioIIIs among he lincal

group buthup ttstemplc,a yttpば rooftile artisalls,and CcnmlP帥監

IIORI Daisulce,Kyoto City Culme and citizens Arairs Bweau,Moteお out thc way of mking

hec―concentic―circlc pattem on a brim ofン Zttη聡励 一物 テg・廷勇ケ島∴?rOmd cave dLs,]『 bds pattcm was carvcd wih a

wave shapedtod cJn arotating tabに .hs tcchniqllc is univc to税泌♭
"劫″

.

IIIROSE NrasanOblL OSaka Prefecmc Board Of Educationフ cOrlsidcrs flat Юof ilcs wih fourconccntric― arc pattem

蛸 飼呼 HC hOught out abouttcchniques ofmalcing nat r。。ftiles,and senates those Юoftiles rclativcly wih oth6 of

説力あ
"了
力″and ShOWS hc combination of ⅡA06,Ⅱ A07孤d ⅡA09 typc round eavctiles andhose datcavetiles.

KAZMARA Yo観� 散ちKyoto Univcrsiv Graduate School,deals wih round tilcs and aat dcs discovercd

conectively closc to he Souh ete,Hc compaled tho麗 臨 tO hose ofhc CoridOr or hetamped―側山 wal with roof

and argtlcd that Юofdlcs werc supphed lrom a few workshops孤 遭here wcrc solne production lmts for every building

ofhc tcmple,alhouninhcsalneworlshop.

IWATO Akilco,Kyoto Univsity Graduate Schod,cxamincdMあ ′picccs found tom he poshoお s ofdlc Souh Gatc

closely and cstimated hcunique proccss ofね fOmation,Shc shows hc basis forrcstomtionto its original state.

And shc nso ttcd tt clasd,and scriatc説 崩 and働む卸陽胞,組 States hat thc anisalls belongcd o

ノ盗クЯ駐力躍壬ねs力柳翻μC/49η related to production of説 力′fOr世勁力放蒻乎肋″in′航 Cm9 so hat前旺e hen he

artisalls kat himy thc lcvel oftcchnique,hosc of 92ね 働
'つ

胞 ,On dlC c飢 嚇 bcCalne poor in Ntt crao She hinks

over hc causes oftt in ted of social politic江 協ё鞄ゃⅢd and gcting indepcndent of every lttt in Юoftile artisalls

卿 ・

4.Appttdix:AncientTcmples h Osaka

■ lists basた data as to ancicnt temples built hough丞 吻協 tO Ntt clB in OSaka― he bcation and he old

dinismtive divisioIL the biHh date ofhc tcmptt hc amngemcnt ofbuildings in te14pに ,nCighboIIng scttlements or

mdus,relics.Andwesu― arized aspects at cvcry old division �臨 〕K効,π力方andЙ脇テin Osaka.¶�s appcndix

was wnttcnbyNISIIIPIURA Kaori,YAGURAYoshihito,NAKAMURA Yulco.
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1.呵 司せ

新堂慶寺と 大阪府 富田林市 緑ヶ丘(口1三司フト立井)町 Oll¶ 剰 辞ユ 蚊と
古代寺院遺蹟。l辞。引 八卜凋と 1930dOll寸 4羽鍼立呵 1959咀 41960嘔 Oll d
八1翌 せ詈と入}遭斗,百済様式引 アi幹フト辞考皇ユ き三 司O17刺アl二 飛鳥時

代剣 を4翌 建畢 ≧恐ア1料電嘲 辞Lld狽立三 を可呵鍬EI.
人卜凋 早モOllと ヲガンジ(立を引)池瓦窯址/4‐ 鍼・ l飛鳥時代早E4奈良時代分
凋 新堂慶寺刺 ア1辞暑 州をせ 狽立ユ 磐司凋 奴辞。工せ 寺域 ■引 干号 引

刺 引劇せ 終末期 古墳dお亀石(皇升刺。i引 )古墳喜 料せ 外周Oll新堂慶寺刺
入}春里 ァ1斗斗 号磐せ 誉フl針フト昔呵 鍼61久}赳豊 4瑠せ 氏族嘲 ユ塁立ユ

手狙ヨユ 奴辞.

藤澤一夫と ヲガンジBIと 利可Oll引 。]スト凋引 寺名讐 「烏含寺」三 千君辞
ユ 引刺 Jヒ岳烏含寺引 六卜可01d司 司鍬告 ノ十七州豊 剰刊辞鍼辞.
碁 ユユ引と 1989咀引 登料遭斗吾 考増皇ニ ユユ辞鍼皇Hl,号司 ア1辞予Oll

司司引± 1%9咀 。1亭 と入}刺 引司 き三起 千詈告 狙司辞呵 電せ刑刺引 避

可翌 狽告 ユユ卦鍼辞.

2.遺構

引詈分凋 新堂慶寺剣州と 伽藍豊 干州せ 辞豊 運詈♀干フト卦司双4.1959。

1960嘔 五人卜剣州と 甘号起せ皇ユ 音Ol d寸・詈せ・なけ皇三 州升引と 基壇

遺構辞 寸斗 詈せ引 凋等刺引と 嘲可 南北棟建物Ol金利辞鍼E狽 告 瞥 キ
鍼奴辞.辞せ 。1舌 千干と を4け 入1刺 狽O101咀 7ARlア Iせ 白鳳時代 。1亭引
狽。1辞 .

1995咀刺と 入卜聟 号等豊 五人}司 奈良時代到 鋼辞凋暑 辞d辞鍼辞.「寺」辞
ユ 埜呵4墨 書土器朴 き三翌 君 号皇ニ ユ軒 新堂慶寺剣 お鱈剣 せ刑翌 羽
守皇量 州今翌辞.。1刺 寺域引 Jヒ限立三 千君呵と 東西溝二 升越ヨ鍼辞.

1998咀 登八十刺引と ABヱ。1考と辞 。1011起電司と 到せ,甘モ斗 。]呵 d4呵
と 三守,賓瞳遺構 号呵 辞d司奴辞.晉こ卦 甘等 到考刺 4考起EHと 飛鳥時
代ユ を4アI引 71‐甘呵 甘球。1鍼与。1辞越呵鍼辞.ユ司辞 君4ア1刺 フトせ呵 司
球立ユ 醤司せ引凋 鍼叙と利司 IH司引と 64召 口1辞dせ司。1辞 .

甘こ斗 。1刺 起遭ヨと 三守引 4寺 dIBと 奈良時代。l辞.サモ 寺二 。1社刺
東西方向刺 大溝フト琶升司61 奴鍼七司 。1狽豊 八十聟 d利刺 計劃線斗 をと

狽皇ヱ 州今翌辞。■せ 甘こと 礎石建物。1。十u掘 立柱建物三 桁行 3間 ,梁
行 2間嘲 東西棟Ol辞。甘モ刺 甘等Oll州 と 質瞳遺構ヱ 手狙ヨ七 6ア1嘲 掘立柱

穴。1号引吋馨皇ユ 瑠きヨ鍼辞.甘号辞 考号 人卜O1011州 と 甘号吋球引 溝ア}2
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刑 瑠きヨ鍼とERl参道ユ 州今こ辞.

考モ斗 甘号引 せ4豊 TyH♀ 考■せ 狽。i辞.。1せ4皇ニ フトせ。i甘球。1奴咀

狽。]辞担司 J司双豊 豊せ。子司卦 考増フトせ刺 甘号 4。レト°41町 (108m)。 1
卦と 狽斗 1996d二 せ詈二人い1011普4翌 東西溝辞 。卜告E3料聟 甘■ 程。1

朴 凋引 2町(216m)d狽 。1幹凋司鍼辞 .

3.遺物

新堂慶寺引 千n_き三十詈豊 ア1斜旱。1辞.飛鳥時代早呵 奈良時代分剰刺 辞

磐せ アI針辞 瓦製品。1き三ヨ奴Ill‐ .

ニフl刺 キ叶刺と 素弁連華紋皇ユ 飛鳥寺 星組系 百済様式d IA04可 料朝と

キせ州,古新羅嘲 鰯球告 せ餓辞ユ 州/4呵と I A02・ 03翻 州司と 畢せ州 キ

ヲl針朴 瑠寸ヨ鍼辞.二せ I A05可 引と 四天王寺刺 素弁通華紋 キ叶刺辞 司

♀ 千料辞El州分司ア1辞 I C01可 州と 飛鳥寺斜 同楚。1辞 .

7刺ア1亭せ刺 料÷翌 ア]辞と 山田寺系 単弁蓮華紋 キ叶刺 E A06・ 07可州斗

川原寺系嘲 複弁蓮華紋 キH4刺 Ⅱ A09可州。1辞.。1斜 狽三せ刑暑 。l子と せ

叶刺と 三重弧紋。1辞 .

奈良時代刺と 雫城宮式 複弁蓮華紋 キ叶刺 ⅣA12可習斗 均齊唐草紋 せ叶刺

ⅣB04可 引。1千予暑 。〕予ユ 鍼ユ■ )H原寺系 E A09可 料豊 ユせせ Ⅱ A10翻

引二 人}春ヨ奴辞.。1八I IR引 せヲI針 考刺と 「石川郡大日(國 ?)」 辞 線刻翌
銘文瓦フト鍼辞.

道具瓦Ollと 鬼面瓦,鴎尾,隅木蓋瓦,升ユア1針,せコト予なア]軒,螂 号。1鍼辞.

剰口1千 Ollと 飛鳥寺刺 翌刊辞と 古式引 狽斗 銘文。1刺 凋理 狽ニ エ甜司61

奴辞.

ユ刺刺二 升 ア1可 嘲 土師器・須恵器,園面硯,埠佛,塑像片,特金具,石袢,鐵

斧,釘,縄文時代斜 爾生時代引 石器 号。]蚊辞.

4.考察

碁州Oll引と 7理引 ユを告 キ号辞鍼辞.

大阪市立大学 榮原永遠男教授と 「文字瓦について」剣州 奈良時代 せフ1針
剣 刺刑4 「石川郡大口 (國 ?)」 辞と 銘文皇三 碁 律令制下嘲 河内國 石
川郡内刺 奴Ol大國郷引 引劇斗 ユ剣 せ避ミ 氏族刺 tH司 と辞鍼4.

大阪府教育委員會 井西貴子と 「新堂慶寺出土軒丸瓦」刺引 新堂慶寺Oll 造
瓦技術引 ヱ磐,工人辞 瓦絶刺 。l号 ,利予引 せ瑠 号 引司フト凋 壽嘔司河 飛

鳥寺フト五鰯電 せ引剣 響利ユ 早呵 4司翌 登射アI舎。1起アHtt Olン十七 辞狙

―-279-一



刺 鍼Ol新堂慶寺フトせ豊 弼球斗 ≒朴州,六十起登鰯千利幹 署趙君せ 撰 考巻

斗引 せ刻暑 手干軒鍼辞.

京都市文化市民局 堀大輔と 「山田寺式軒丸瓦における外縁の挽型施紋につ
いて」剣凋 キ魂ガId刑ヨと 山田寺系 キ叶刺 考司 新堂慶寺刺引せ 人}÷翌
ノi瑠刊 号君越 外縁 三重圏紋到 回韓施紋剣 可司州 工せ封鍼辞.

大阪府教育委員會 廣瀬雅信と 「新堂慶寺の重弧紋軒千瓦」司州 三重弧紋
せH4刺暑 刺升ノ1瑠 斗 ユ叶Oll辞岳 ノ1斜辞 口laWL/d三辞呵 せ司刊 嘔嘔讐 利

引辞ユ 山田寺系辞 サ|1原寺系嘲 手考予 キ叶刺斗嘲 狽三豊刻刺 司司凋 司者

辞鍼球。

京都大學大學院 梶原義賃と  「奈良時代における 新堂慶寺の 造瓦組織―丸
瓦・李瓦の分析よリー」剣月 落下せ 番司三 き三翌 甘と引 磐せ キヲ1軒 。せ

ヲ1辞暑 せ刺司 畢引辞ユ 到せ辞 三号 ユ司ユ ユ叶Ollア1針暑 習i工卦CXl奈良

時代 アi斗ノト複数嘲 窯ユ 早呵 呑舌ヨ奴皇ul同一窯剣引三 ノ1針暑 料春せ
4詈剣 辞幹 利升署越引 磋¶三 千暑司鍬辞七 狽豊 と考辞鍼辞.

京都大學大學院 岩戸晶子豊 「南門柱掘方出土鴎尾とその復元」刺河 南門柱
穴 せ剣引 き三翌 白鳳時代 鴎尾引 理理斗 d利引 翻司暑 導起辞ノi¶翌 詈

刑詈 利久]辞鍼辞.

工せ 岩戸晶子豊 「道具瓦から見た新堂慶寺」司州 鴎尾幹 鬼面瓦Oll 司せ
可引暑予辞 理咀讐 引三辞ユ 飛鳥時代刺 鴎尾 利升Ollと 飛鳥寺 星組工人。1

翌呵辞鍼ユ ユ手刺二 鶴尾引 241肴刺 せ司州と 差豊 アI舎 午番豊 引環立理凋

二 奈良時代嘲 鬼面瓦 刺升アl舎。i劇きせ 狽剣 司司州 人卜司召 狙剰刊 B‖お

斗 呑建嘲 暑斗 号 ユ 号球司 EH司凋 と辞鍼辞.

5。 付章「撮河泉の古代寺院」

大阪府刺 仝利辞ユ 奴と 飛鳥時代剣凋 奈良時代分凋嘲 料起辛刊司i tB司局

仝利凋,畜國郡名,恐4起 E4,フト寸慣1剰 ,鋼 叶斗 ユ塁斗刺 輩刑,き三千暑 号Oll

せ避 ノ1≧ /1‐量暑 翌せせ 狽。1辞.掃津、河内、和泉刺 升 /41i二 君早辞鍼

辞。大阪府教育委員會 と入トュ乙起 矢倉嘉人、西村香織、中村祐子ア子守守辞鍼

群.

(訳 大洞真白 校訂 李 E卜岳 )



「

一盈
『

ニ

図版一 新堂廃寺周辺航空写真 (一九六一年撮影)
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